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が、勝浦町地域づくり井戸端塾実

行委員会の主催で開催され、約� l

千人が参加しました。

みかん共和国大統領が選ばれた
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町に入ったお金13 

歳入の内訳
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債
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その他の内訳
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占
め
る
の
が
町
債
(
借
入
金
)

で
、
六
億
九
、

二
四
三
万
円
。

歳
入
全
体
の
十
五

・
五
%
を

占
め
ま
す
。

そ
し
て
町
の
貴
重
な
自
主

財
源
と
な
る
、
皆
さ
ん
に
納

め
て
い
た
だ
い
た
町
税
は
、

三
億
七
、
一
九
七
万
円
で
、
歳

入
全
体
の
八

・
三
%
で
す
。

ま
た
、
各
種
事
業
を
す
る

た
め
に
国
や
県
か
ら
も
ら
っ

た
補
助
金
は
、
合
計
で
九
億

れ
の
全
体
に
占
め
る
割
合
は

す。 一一一
・
四
%
と
な

っ
て
い
ま

221意5，350万円 61年

6
 


決算の推移63年

元年� 

垣正D
2年� 

決算の推移 べ)..--1，)...-<，¥
3年� 

五
、
七
三
�
 万
円
で
し
た
。
こ

O

で
す
。

地
方
交
付
税
で
、

一
五
億
四
、

四
二
九
万
円
、
歳
入
全
体
に

占
め
る
割
合
は
三
四

・
五

%

て
き
た
お
金
で
一
番
大
き

な
割
合
を
占
め
て
い
る
の
が

平
成
三
年
度
に
町
に
入

っ

歳

入

二
番
目
に
大
き
な
割
合
を
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デ
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ン
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レ
ン
ジ
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四
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五
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八 働
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投資及び出資目童相性� 0.5%
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歳
出
は
、
前
年
度
と
比
べ

て
四
億
六
、
二
四
四
万
円
の
増

と
な
り
ま
し
た
。
歳
出
の
内

容
を
性
質
別
に
見
て
み
る
と
、

道
路
を
改
修
し
た
り
、
建
物

を
建
て
た
り
す
る
普
通
建
設

事
業
費
が
、

一
七
億
六
、
三
九

七
万
円
で
、
歳
出
全
体
の
四

0
・
二
%
を
占
め
て
お
り
、

災
害
復
旧
事
業
費
を
含
め
た

投
資
的
経
費
は
、
二

一
億
六
、

九
八
二
万
円
で
、
こ
れ
の
全

体
に
占
め
る
割
合
ぽ
、
四
九
・

四
%
と
歳
出
の
約
半
分
を
占

め
て
お
り
ま
す
。

'
今
山
公
衆
ト
イ
レ

歳

出

3 

MUS04
テキストボックス
町が支出したお金は43億9413万円

MUS04
テキストボックス
平成三年度
勝浦町普通会計

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ



しへ

体 会
誌
大

ヌートじスー | 

一一運動不足さ解消」
A スポーツで活躍された方々が表彰されました。

育


4
み
ん
な
そ
ろ
っ
て
準
備
運
動 

十

一
月
三
日 

(文
化
の
日
)、
恒
例

の
町
民
体
育
大
会
が
お
こ
な
わ
れ
ま

!
u
h
~

。
開
会
式
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
面
で
活

躍
さ
れ
た
方
に
対
し
、
勝
浦
町
長
及

び
教
育
委
員
会
か
ら
表
彰
状
と
記
念

品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

秋
晴
れ
で
絶
好
の
ス
ポ
ー
ツ
日
和

と
な
り
、
町
民
の
み
な
さ
ん
が
そ
れ

• 
h
F
大
き
な
風
船

ち
い
さ
な
お
し
り
で

割
れ
る
か
な
?

ぞ
れ
の
競
技
に
参
加
、
さ
わ
や
か
な

汗
を
流
し
、
楽
し
い

一
日
を
過
ご
し

ま
し
た
。

ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
区
長
会
、

各
種
団
体
及
び
関
係
各
位
の
皆
様
に
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

表
彰
さ
れ
た
方
々
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。 
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第32回
 民
町

仁花まつ尼
 

• 

勝
浦
町
長
表
彰

細
谷
正
一
(
坂
本
)

軟
式
野
球
成
年
一
部
壮
年

(国
体
出
場
)

谷

誠

二

(

生

名

)

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
少
年
男
子

(
徳
商
)
(
国
体
出
場
)

森

幸

子

(

与

川
内
)

剣
道
少
年
女
子
(
富
西

(国
体
出
場
)

教
育
委
員
会
表
彰

、
青
年
会
バ
レ

ー
ボ
ー
ル

全
国
青
年
体
育
大
会

新
居
千
恵
(
今
山
)

全
日
本
社
会
人
ラ
イ

出
場

出 部
場

フ
ル
大
会

汗
握
る
地
区
対
抗
綱
引
き
�
 

vどの部が速いか?

少年少女クラブ対抗リレー 

h
F
日
頃
の
運
動
不
足
の
解
消
に
/

リ
レ
�
 l出
場
の
桜
木
町
長
�
 

/
d
 

4
手
に
�
 

A バトンリレーをすみやかに/

地区対抗リレー
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年
連
続
優
勝
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

星谷 A

A

‘E

B 

l

体
協
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
で
は
、
初

ム
心
者
か
ら
気
軽
に
参
加
で
き
る
「
テ

↑

一
一
ス
教
室
」
を
毎
週
金
曜
日
午
後
八

齢
時
か
ら
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、
み
な

畠
さ
ん
の
参
加
を
わ
待
ち
し
て
い
ま
す
。

4
駅
伝
の
ス
タ
ー
ト

第

6
園
地
区
対
抗

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

十
月
二
十
六
日
か
ら
開
催
さ
れ
た

大
会
に
は
、
町
内
各
地
区
か
ら
十
一

チ 

ム
が
参
加
し
て
六
日
間
の
熱
戦

l
を
繰
り
広
げ
、
星
谷 

ム
の
二

A

l

九
チ 
l
ム
が
参
加
し
、

七
区
間
(
二
三
回
)
を

徳
島
駅
伝
出
場
を
め

ざ
し
力
走
し
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

位位位

高
鉾
中
学
校

福
原
中
学
校

勝
浦
中
学
校 
A 

代
表
チ 
i
ム
と
対
し
、
善
戦
お
よ
ば

ず 
2
1
0
と
惜
敗
し
ま
し
た
。

十

一
月
五
日
上
勝

町
高
鉾
中
学
校
を
中

心
と
し
た
コ
ー
ス
で

開
催
さ
れ
た
勝
浦
郡

中
学
校
駅
伝
大
会
に
、

郡
内
三
中
学
校
か
ら

。<>-φ<><x><x>:><:-o判。

-R
〈全
国
青
年
大
会
参
加
〉

青
年
会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

十
一
月
六
日
か
ら
東
京
都
国
立
競

技
場
を
中
心
に
行
わ
れ
た
第
四
十

一

回
全
国
青
年
大
会
に
、
勝
浦
町
青
年
会

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
が
出
場
し
ま
し
た
。

昨
年
度
全
国
第
五
位
と
な
り
、
「
今

年
は
優
勝
へ
一
歩
で
も
近
づ
こ
う
」

と
、
新
し
い
メ
ン
バ
ー
で
望
ん
だ
全

チ 
坂
木

星
谷 

A

中

山

中

角
生

名

坂
本

星
谷

久

国
B

!
山
西
掛

『
棚

野

|
横
瀬
・
与
川
内

国
大
会
で
し
た
が
、
強
豪
の
島
根
県

青
年
会
か
ら
の
言
葉

町
民
の
皆
様
の
声
援
を
胸
に
部
員

一
同
頑
張
り
ま
し
た
が
、
充
分
な
成

績
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
こ
の
敗
戦
の
教
訓
を
活

か
し
、
活
発
に
活
動
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
皆
様
の
ご
指
導

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

-~j因調・ 

h自転車(ロード)の、南阿波サンライン

ロードレースコース/小松島市、阿南

市、羽ノ浦町、牟岐町、ヨコの 20、海部

町と?

@青息00。
@なつメ口「上海帰りのCわ」。
@太陽(影)で時聞を知る。

@国体で 00を続ける徳島勢。

@苦 しい戦い。 

f)i節」の音読み。

@那賀川町や山城町のデモスポ行事。

。今年の  10月 25日(日)はζDコフ工

スティパルの日。

⑪歯医者さん。

⑪学級Cわ の選挙。

@このデモスポ行事に参加する人は脇町へ。

@夏のオリンピック、今回はバルセ口ナ。

前回はどこだったかな?

@一寸法師、おわんの船に、はしの何? 

fDi東四国国体とくしまの花」

別名・ヒャクニチソウといえば? 

@)Cわ割拠の戦国時代。

@徳島市と小松島市で行われる競技。

@のんびりと糸をたらして ー。

@暑い夜も、窓を開ければ入ってきます。
第8岡勝浦郡中学校駅伝大会 

GTi東四国国体とくしまの花」

ビンカの別名をC丈Dコソウといいま

す。

@開会式や閉会式、海峡では矩火採火が 

~T われるところです。

@花嫁さんの頭に。

@池田、東祖谷山、西祖谷山で行われる競技。

@ここの矩火は水流発電採火です。

@前は軟式庭球と呼ばれていました。

⑪ 「東四国国体とくしまの花」秋桜

⑪家に代々伝わる教え。

@実は食用、皮は染料になるブナ科の常

緑樹。

@デモスポ行事でジョギングをします。

@青いのが一番。

@ウエイトリフティングは、ここで。

⑪芝生の目を読んで…。

@デモスポ行事

グラウンド・ゴルフ開イ雀。

@本当につぶれたり、広がったりすると

大変ですが・ー・。

@サラダに何をかけようか。

@タテの  8が行われるもうひとつの町。

⑮能ある鷹が隠すもの。

@ハ ットのここでジャストミー卜。

⑧入院していない患者さん。

@出会い競いそして Cわへ。

⑧学級のこと。

⑮ヨコのワ 4の続きい友とOの手をつなぎ。

⑮ヒラメではない。

@レ  yツ Cわ l 

@ じゃんけんのクー。

@躍動のうずしお大会ビーンバック投げ

の袋の中身は?

6 
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国体ク¥イズ  [
いよいよ本番まであと 1年。用意はいいかな?
〔解き方/3つの競技をクリアして、見事答えを手にしようリ

第 1競技・クイズ

タテのカギとヨコのカギをぐんぐん解き、クロスワードを完成させる。

第 2競技・文章づくり

二重枠になっている部分の文字をひろい出し、

?何か変だぞ !アレ、なのだが、ーーできた文章が答え

第 3競技・文字を推理


実は、文章を作るためには、あとひと文字必要なのだ。


足りない文字を考えて、ぴた りと当てはまれば、答え完成。

できた文章を丸ごと、ハガキに害いて送ってね。

-応募方法 -締め切り
官製はがきに@クイズの答え@住所 平成5年 1月10日(当日消印有効)

@氏名@性別@年齢@職業または学

校名@電話番号@国体に対するご意 ・発表

見を書いて、下記事務局までお送り 広報かつうら  2月号紙面

ください。
送 り先・お問い合わせ

正解者の中から抽選で次の賞品を差

し上げます。 第48回国民体育大会

勝浦町実行委員会事務局
・賞品

〒77卜43 勝浦町大字久国勝浦町国体室内 
図書券(￥5，000) 3名様 TEL:2-2511 
図書券(￥3，000) 5名様 


国体オリジナルグッズ一一一 30名様 


-E語iiJijJ"E彊・

。 選手じゃないけど参加したい。

@ 相撲の行われる町。

@ 鷲敷町のカヌー、C丈uコウォーター 

@ζわ 10年、努力が実る。

@ 徳島での国体、前回は第何回 ?

ヒント :今回は40年ぶりです。

@ 日 後。

@ 必ずやるぞ/という気持ちになること。

@ お正月のお酒。

@ 軟式野球一県南では、宍喰町とCわ 町。

@ 夏季大会徳島市で行われる屋内鏡抜。 

@ しなくてもいいのに、Cわ な世話。

@ 英語ではミスター、スペイン語では。

@ これがあれば空を飛べる(かな ?)すだ

ちくんのは赤だよ。

@ 勝敗は日寺の何?

@ 明るい夜。

@ 沸騰したお湯のことですが、いい意味

では{受われません。

@ 家庭婦人バレーポールは、勝浦町と 

CD町で。

@ 縁起をかつぐメニュー :テキ lこCわ。

@ 落語の結びの部分。

@ ついてはいゆない〆

でも方便 ?

@ 目覚まし時計代わりのモーニング -

Cにわ。
⑪ もう覚えたかな ?

風に乗り 風に乗り

光の中へ駆けて行く・ 

QlCXココこの世は住みにくい。

@ 絵のこと。

@ 墓場のこと。

@ 晴れた日はOに出て遊ぼうヨ。

@ ニュージーランドにいた、ダチョウの

ような大きな鳥。

@ 我が家で国体選手に思い出を。

@ 色気より何 ?

@ 三加茂町で開催されるのはCわ 道。

@ 小川でくるくる回る。

@ 黒潮の日本海の支流は何海流 ? 

@ シンポルカラー 赤と緑と ?

@ 体育で前転や後転をする時使う道具。

⑪ ここの河川敷でタテの 9が開かれます。 

⑧ ドンマイ 、ドンマイ。

@ 美少女女優も成長しました。後腹さん。

⑮ 日 不燃。

@ 食事は八分自に。

⑧ 昔の言葉のこと。

@ 穴吹町開催競技、CJ::jコ射撃。

@ これで 4点。

ヒント:徳島市で行われる競技。 

aO、朔びたとう 友と  

~ j程動のうずしお大会

陸上競技の一種目。 (-

@ 島恨県の普の呼び方。

@ 矩火採火地の灯台。
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く

ら

し

と

差

別

ぬ
マ
国
⑫
溢
会
缶
詰
沼
周


今
日
の
わ
が
国
は
、
民
主
憲
法
を

も
ち
、
こ
れ
を
国
の
政
治
の
柱
と
し

て
民
主
主
義
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し

て
い
ま
す
。

民
主
主
義
社
会
と
は
、
基
本
的
な

人
権
が
保
障
さ
れ
た
社
会
で
あ

っ
て
、

国
民
一
人
ひ
と
り
が
人
間
と
し
て
尊

ば
れ
、
自
分
の
能
力
を
精
い
っ
ぱ
い

に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
職
業
に

つ
き
、
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
営

む
こ
と
が
で
き
る
社
会
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
現
実
の
社
会
は
果
た

し
て
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
例
え
ば
、

①	

本
人
の
能
力
や
適
正
な
ど
に
よ

っ
て
選
ば
れ
る
べ
き
就
職
が
、
山
一子

歴
や
縁
故
、
家
の
職
業
や
経
済
状

態
な
ど
に
よ

っ
て
決
め
ら
れ
る
よ

う
な
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

②
す
べ
て
の
人
聞
は
、
法
の
下
に

平
等
で
あ
り
性
別
に
よ

っ
て
社
会

的

・
経
済
的
に
差
別
さ
れ
な
い
は

ず
な
の
に
、
長
い
間
の
慣
習
か
ら

「
女
の
く
せ
に
」
と
女
性
を
軽
く

見
た
り
「
私
は
女
だ
か
ら
」
と
あ

き
ら
め
た
り
す
る
風
潮
が
残
さ
れ

て
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

③	

職
業
に
貴
賎
は
な
い
と
い
い
な

が
ら
、
肉
体
労
働
よ
り
も
精
神
労

働
を
尊
い
仕
事
と
考
え
る
よ
う
な

こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

④

一	

人
ひ
と
り
の
子
ど
も
が
み
ん

な
か
け
が
え
の
な
い
尊
い
人
聞
で

あ
る
の
に
、
学
力
の
面
か
ら
だ
け

で
子
供
を
評
価
し
、
勉
強
の
で
き

る
子
は
え
ら
い
子
と
ほ
め
、
成
績

の
悪
い
子
は
つ
ま
ら
な
い
子
と
決

め
つ
け
て
い
る
よ
う
な
こ
と
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
友
達
の
外
見
だ
け
を
見

て
「
あ
の
子
と
遊
ば
な
い
よ
う
に

・:
」
な
ど
と
い

っ
て
、
仲
よ
し

の
友
だ
ち
と
の
仲
を
さ
い
て
し
ま

う
よ
う
な
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う

か。

⑤

す

ぐ

れ

た

能

力
を
持
ち
な
が
ら
、

上
級
学
校
へ
の
進
学
を
断
念
す
る

な
ど
、
教
育
の
機
会
均
等
が
十
分

に
保
障
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
よ

う
な
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

⑥
か
ら
だ
が
不
自
由
で
あ
る
と
い

う
こ
と
で
、
そ
の
人
の
幸
せ
に
な

り
た
い
と
い
う
願
い
が
軽
視
さ
れ

て
い
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
で
し

ょ・
 

7
か。

⑦
両
性
の
合
意
の
み
に
よ
っ
て
成

立
す
る
は
ず
の
結
婚
が
、
学
歴
や

家
柄
、
経
済
状
態
な
ど
に
よ

っ

て
左
右
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
こ
と

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

③
人
権
や
民
族
に
よ
う
て
相
手
を

特
別
視
す
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
、
現
代
の
社
会
で
も

ま
だ
い
ろ
い
ろ
な
面
で
不
当
に
人
権

が
軽
視
さ
れ
た
り
侵
さ
れ
た
り
し
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
差

別
な
の
で
す
。
私
た
ち
国
民
の
生
活

の
な
か
に
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
深
く

根
を
お
ろ
し
て
、
私
た
ち
を
苦
し
め

不
幸
に
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
差
別
を
う

け
る
こ
と
は
、
差
別
を
う
け
る
そ
の

人
に
責
任
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

差
別
は
、	

私
た
ち
の
生
活
の
中
に

あ
る
昔
な
が
ら
の
迷
信
、
非
合
理
的

な
偏
見
、
前
時
代
的
な
意
識
な
ど
に

よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

私
た
ち
は
、
今
こ
そ
自
分
自
身
の

問
題
と
し
て
、
い

っ
さ
い
の
差
別
を

許
さ
な
い
民
主
的
な
人
間
に
な
る
よ

う
に
努
め
、
真
の
民
主
的
な
社
会
を

つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

・
西
岡

・
中
山

.
坂
本

一第
科
目
人
権
週
間


…	

ロ月 
4
日
倒 

日
同

1
m

A
7

十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
は
、

…
人
権
週
間
で
す
。

こ
の
週
間
は
、
昭
和
二
十
三
年
十


…
二
月
十
日
の
世
界
人
権
宣
言
の
採
択


一
の
日
ま
で
の
一
週
間
(
十
二
月
四
日


い
か
ら
十
日
ま
で
)
を
人
権
週
間
と
し


一
て
広
く
国
民
に
呼
び
か
け
、
人
権
意


…
識
の
普
及
高
揚
を
図
っ
て
い
る
も
の


一
で
す
。
 

…

人
権
は
、
一
人
ひ
と
り
が
し
あ
わ
せ


一
に
生
き
る
た
め
に
、
み
ん
な
が
同
じ


…
よ
う
に
持
っ
て
い
る
権
利
で
あ
り
ま


一
す
。
自
分
の
人
権
を
主
張
す
る
の
と


…
同
じ
よ
う
に
、
相
手
の
人
権
も
尊
重


一
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。


法
務
局
や
人
権
擁
護
委
員
は
、

-

山

「
国
際
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
人
権
司

…
意
識
を
育
て
よ
う
」 

⑨⑧ 
心配ごと相談

-日時	 12月4日(創� 

12月11日樹� 

12月18日樹� 

12月25日倒� 

-内容	 人権 ・行政 ・

厚生 ・福祉

-場所 住民福祉セン

現
し
よ
う
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
い
ろ
い
ろ
な

啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
、
お
互
い
に
相
手
の
立

場
を
考
え
て
、
譲
り
合
い
、
思
い
や

り
の
心
を
育
て
ま
し
ょ
う
。

そ
う
し
て
、
争
い
の
な
い
明
る
い

家
庭
、
差
別
の
な
い
、
や
さ
し
さ
に

満
ち
た
住
み
よ
い
社
会
を
つ
く
り
ま

!
し
ト
ム 

ノ。

も
し
、
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
地


元
人
権
擁
護
委
員
や
法
務
局
へ
ご
相


談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘


密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。


勝
浦
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
次
の

方
々
で
す
。

F
A

「
い
じ
め

・
体
罰
の
根
を
絶
と
う
」

「
部
落
差
別
を
な
く
そ
う
」

「
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う
」

「
障
害
者
の
完
全
参
加
と
平
等
を
実

タ一
細 掘 田 大
川中西

おりますのでお気� |日付して)

勝
幸
さ
ん

賓
さ
ん

毅
男
さ
ん

寛
さ
ん

軽にお問い合わせ� |

ください� / 
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テキストボックス
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くらしと差別
今日の社会と差別

MUS04
テキストボックス
第44回人権週間
12月4日（金）～10日（木）
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四
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茶
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「
枇
杷
う
れ
て
宝
石
の
よ
う
山
の
畑
」

全
国
小
中
学
生
俳
句
大
会
入
賞

坂
本
小
六
年
�
 石
尾
加
央
里
さ
ん

平
成
四
年
度
一
茶
ま
つ
り
、
全
国

小
中
学
生
俳
句
大
会
に
お
い
て
、
坂

本
小
六
年
・
石
尾
加
央
里
さ
ん
の
俳

句
が
見
事
入
選
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
俳
句
大
会
に
は
、
全
国
の
小

中
学
校
や
地
域
の
子
供
会
、
そ
し
て

海
外
の
日
本
人
学
校
か
ら
十
九
万
七

千
余
句
の
応
募
が
あ
っ
た
も
の
で
、

入
選
さ
れ
た
石
尾
さ
ん
に
心
か
ら
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

t
l
A
Q
下

同

募集

日

で
6
買

月

要

d
b
v
E

1

の
�
 

(

次

祭

をロ

古
1

3
口

芸

作

年

の1

j

o

民
4成

田

す

平

日

ま
げ
し

コ
ス
モ
ス
に
埋
も
れ
ひ
孫
は
に
か
み

つ
撮
ら
る
を
意
識
し
�
 サ
イ
ン
せ
り

V

一』

棚

野

田

中

茂

子

三

古
希
の
日
々
ゲ
�
 ト
ボ
�
 ル
を
生
き

=

￥

一
が
い
に
呆
け
る
暇
な
く
今
日
も
過
ぎ

4

た

り

棚

野

幸

山

美

好

-藍

建
前
に
は
き
し
草
履
の
見
つ
か
り
で

l

l

F F F F F

・

短

歌

『
無
雑
作
に
か
や
つ
り
草
を
抜
く
我
よ
�
 

幼
か
り
し
日
遥
か
に
遠
し

-

棚

野

殿

川

早

苗

秋
風
の
吹
き
に
し
日
よ
り
鶴
林
寺
の

『
峯
の
梢
は
色
づ
き
に
け
り
�
 

-

棚

野

谷

新

太

郎

『
畳
夜
な
く
呼
服
器
つ
け
て
眠
り
い
る
�
 

母
の
心
よ
何
思
い
い
る

『

棚

野

島

つ

と

む

幾
年
の
中
秋
名
月
仰
、
ぎ
で
は
在
り
し

吋
日
偲
ぶ
夫
の
命
日
�
 

F

棚
野

広
松
ハ
ル
ノ

病
み
い
る
夫
の
面
影
浮
か
ぶ

棚
野
北
島
ア
サ
ノ

う
す
紅
の
べ
�
 ル
肩
よ
り
流
れ
舞
い

す
だ
ち
国
体
心
と
き
め
き

棚

野

山

田

広

子

う
た
た
寝
の
夢
に
起
こ
さ
れ
と
だ
え

し
て
窓
に
冴
え
込
む
中
秋
の
月

喜
楽
苑
後
藤
田
泰
五

掃
き
ょ
せ
し
庭
の
落
葉
に
点
火
す
れ

ば
遊
び
を
止
め
て
孫
等
よ
り
来
る

立

川

堀

梅

子

空
の
碧
海
の
蒼
に
も
目
を
み
は
り
術

後
の
旅
に
胸
は
と
き
め
く

沼

江

斎

藤

重

子

一
枝
を
さ
し
た
る
部
屋
に
向
か
い
居

る
ピ
ン
ク
の
萩
に
心
満
た
さ
る

横

瀬

平

山

美

千

江


大
会
の
ハ
ゼ
釣
り
集
う
親
子
連
れ
弾


む
心
を
記
録
に
い
ど
む


横

瀬

錦

内

常

一


収
賄
の
醜
を
慎
む
か
げ
も
な
い
ニ
ュ


ー
ス
聞
き
つ
つ
錆
び
た
鎌
研
ぐ


横

瀬

谷

翠

山

女
郎
花
お
と
こ
へ
し
も
咲
く
草
原
を

む
ぴ勝

か
す
風
の
乾
き
そ
め
た
り

l
横

瀬

比

留

間

蓋
取
れ
ば
香
り
広
が
る
新
米
は
真
珠

の
如
き
輝
き
放
つ横

瀬

桜

木

千

代

子

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
終
え
て
握
手
を
交
わ

し
合
う
老
人
の
手
の
み
な
温
か
し

採
算
が
と
れ
ぬ
と
丑
一
す
ん
ど
夢
積
み
て

山
を
出
で
ゆ
く
小
さ
き
丸
太

横

瀬

広

安

美

枝

子

逢
い
に
行
く
せ
め
て
白
髪
を
染
め
た

し
と
夜
の
鏡
に
向
か
い
て
お
り
ぬ

横
瀬
中
田
ヤ
ス
エ

外
出
の
続
き
て
今
朝
は
門
ど
先
の
葱

白
菜
に
追
肥
を
や
り
ぬ

中

山

栗

城

絹

誇
か
い
て
出
て
来
し
故
に
あ
ら
ね
ど

も
今
朝
は
車
の
渋
滞
に
遭
う

中

山

山

下

。

一房
雄

巣
に
そ
っ
と
触
る
れ
ば
小
蜘
妹

一
瞬

に
張
り
た
る
糸
を
た
ぐ
り
で
避
け
る

中

山

溝

内

喜

美

代

と
こ
と
こ
と
屈
み
て
歩
く
小
太
り
の

吾
を
そ
の
ま
ま
写
す
ウ
イ
ン
ド
ー

⑧
⑮
⑨
⑥
⑧
⑧
 


宛
先� 

横
瀬
中
田
ヤ
ス
エ

口
四
五
八
三

T
E
L

十
二
月

五

日

〆

切

川

柳

一
人

一
句

一
月

五

日

〆

切

俳

句

※
作
品
の
添
削
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

-搬入締切 

1月14日同 午後4時まで

.作品の種別

写真・書道・墨絵・絵画・手芸・

魚拓・生花・俳句・短歌・川柳・

盆栽・その他の芸術作品

・搬入先 住民福祉セ ンター

※ 	 詳しくは，

内します。� 

今� 

横

瀬

日

下

克

子

中

山

倉

越

ヒ
サ
�
 

一
人
二
句

9 

MUS04
テキストボックス
平成四年度一茶まつり
琵琶うれて宝石のよう山の畑

MUS04
テキストボックス
第18回　芸術祭作品募集

MUS04
テキストボックス
わたしの作品



貴

勝

美

展

A
7
年
度
図
書
館
祭
り
の
幕
を
飾
る

』 

眉
山
遠
望

V

固
冒
回
開
目
。 

ω


⑩
⑥
⑨
箇
⑩
⑥
⑩
⑨
⑧
⑥


十
二
月
行
事

十
一
月
二
十
六
日

1
十
二
月
五
日 

4
寺
{
玉
展

に
今
後
の
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま

女

生

花

展

十
四
日

・
十
五
日
と
二
十

一
日

・


二
十
二
日
の

二
回
に
わ
た

っ
て
聞
か


れ
た
生
花
展
は
、
お
仕
事
の
お
忙
し
い


と
こ
ろ
、
夜
遅
く
ま
で
活
け
て
い
た
だ


き
、
陶
芸
展
・
寺
宝
展
に
花
を
添
え


て
く
、
だ
さ

っ
た
こ
と
に
心
よ
り
厚
く


御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。


寺
宝
展
の
重
厚
な
美
か
ら
開
放
さ

れ
て
生
花
を
見
る
と
き
、
女
性
独
特

の
優
美
に
し
て
や
さ
し
い
美
し
さ
が
、

見
る
人
の
心
を
和
ら
げ
美
の
世
界
に

陶
酔
す
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
に
、

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

-R -R
4
生
花
展

庁
ビ
デ
オ
・

返
却
の
お
知
ら
せ

ロ
月
の
図
書
館
一行
事
と

体
館
日 

勝
美
展


日
月
初
日 

ロ
月

5
日


図
書
館

2
階
視
聴
覚
室
 

県
立
図
書
館
協
力
車
巡
回
日

i

3
日
・
日
日

氏
の
会
津
焼
を
展
示
。
町
内
は
も
ち

ろ
ん
、
徳
島
市
内
か
ら
も
鑑
賞
に
来

ら
れ
、
大
皿
、
鉢
物
の
手
づ
く
り
に
よ

る
ぬ
く
も
り
に
感
嘆
の
声
し
き
り
、

勝
浦
に
早
く
帰

っ
て
ほ
し
い
と
の
声

も
聞
か
れ
る
ほ
ど
で
し
た
。

連
日
の
盛
況
に
感
謝
す
る
と
と
も

す
。女

寺

宝

展

「
二
反
地
光
雲
氏
」

徳
島
市
多
家
良
町

の
と
き
、

歳
W

宮

大

工

鷲

の

門

建

造

生
涯
の
力
作
と
し
て
、
八
十
三
歳

O
場
所
図
書
館
二
階
視
聴
覚
室	 

作
ら
れ
た
鶴
林
寺
三
重
の
塔
の
十
五

分
の

一
の
精
功
な
模
型
の
他
、
鶴
林

寺
、
円
城
寺
、
長
福
寺
、
善
入
寺
の

ご
協
力
に
よ

っ
て
十
七
日
よ
り
二
十

三
百
日
の
歳
月
を
要
し
て

に
ふ
さ
わ
し
い
町
内
絵
画
愛
好
家
に

よ
る
油
絵
・

三
十
数
点
の
力
作
が
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
是
非
こ
の
機
会

に
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

二
日
ま
で
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
個
々
の
出
品
は
、
各
寺
院
に

於
け
る
秘
蔵
の
品
で
あ
り
、
中
で
も

良
寛
和
尚
の
真
筆
や
国
宝
を
作

っ
た

「
明
兆
」
の
羅
漢
二
幅
の
絵

・
十
王

憂
茶
羅
な
ど
は
田
舎
の
資
料
館
な
ど

で
は
見
ら
れ
な
い

一
品
だ
け
に
町
外

や
県
外
か
ら
も
多
数
の
人
々
が
来
て

a 展
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ

芸
の
よ
う
な
貴
重
な
品
々
で
あ
る
た
め

崎
何
時
ま
で
も
お
借
り
出
来
ず
、
展
示 

期
聞
が
短
か
く
な

っ
た
こ
と
が
惜
し

育

陶

芸

展

ま
れ
ま
し
た
。
し
か
し
勝
浦
町
の
高

岡
田
孝
志
氏
の
お
世
話
に
よ
り
、

度
な
文
化
の

一
端
を
ご
高
覧
い
た
だ

け
た
こ
と
に
、
厚
く
感
謝
申
し
上
げ

棚
野
ご
出
身
の
陶
芸
家
、
谷
口
裕
志

ま
す
。 

女
休
館
日

7
日 

-
H
日
・
幻
日
・
お
日

却
日

・
初
日
・
訂
日

の
貸
し
出
し
と

C
D

O つ 20
い返て日ピ
。却いまデ

日まで、オ
はす
必 。返 C
ず却  D
おはの  
i 24貸
も 日し
り ま出 H 

くで し
だ とは
さ‘ な
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勝
浦
中
学
校
図
書
室
改
築

祝
賀
の
寄
贈
寄
せ
ら
れ
る

を
は
ぐ
く
む
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
教
育
委
員
長
相
原
亨
(
号
大

峰
)
先
生
か
ら
は

『高
千
穂
峡
』『
鮎
』

の
二
点
を
、
七
代
校
長
殿
川
武
男
(
号

渓
山
)
先
生
か
ら
は
『
尚
学
愛
書
』

と
揮
毒
し
た
書
を
贈
ら
れ
図
書
室
に

農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

勝浦中学校初代校長

小出喜三夫先生

こ
の
ほ
ど
勝
浦
中
学
校
で
は
、
図

書
室

・
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
室
・技
術
室

・

訓
練
室
の
改
築
、
改
装
が
完
成
し
、

生
徒
の
喜
び
も
ひ
と
し
お
深
く
、
勉

学
の
気
風
が
と
み
に
高
ま
り
を
見
せ

て
い
ま
す
。

な
か
で
も
、多
年
の
宿
願
が
実
り
修

築
落
成
し
た
図
書
室
は
、
生
徒
も
大

喜
び
し
、
読
書
の
秋
に
ふ
さ
わ
し
く

読
書
熱
は

一
段
と
向
上
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
そ
う
し
た
生
徒
の
ま
じ
め

な
と
り
く
み
に
共
鳴

・
感
動
さ
れ
た

初
代
校
長
小
出
喜
三
夫
先
生
か
ら
は
、

そ
の
祝
賀
と
し
て
金
五
十
万
円
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
学
校
で
は
深
く
感
謝
し

て
あ
り
が
た
く
わ
受
け
し
、
先
生
の
ご

芳
志
を
記
念
し
て

『
小
出
文
庫
コ
ー

ナ
ー
』
を
創
設
し
て
、
永
く
そ
の
名

を
と
ど
め
、
生
徒
た
ち
の
夢

・
希
望

掲
額
し
ま
し
た
。

ま
し
た
。

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

製
粉
機
は
、
米

・
麦
は
も
ち
ろ

ん
、
ソ
パ
粉

・
大
豆
(
き
な
粉
)

な
ど
も
利
用
で
き
ま
す
。

当
改
善
セ
ン
タ
ー
に
は
、
こ
の

他
に
次
の
設
備
も
あ
り
ま
す
。 

勝
浦
中
学
校
生
徒
会
で
は
、
教
育

界
の
大
先
輩
で
あ
ら
れ
る
御
三
方
の

ご
厚
志
に
熱
く
感
謝
し
、
十
二
月
七

日
、
本
年
度
第
三
固
め
の
映
画
鑑
賞

会
に
お
招
き
し
、
生
徒
会
長
が
お
札

の
こ
と
ば
を
述
べ

、
和
や
か
な
ひ
と

と
き
を
過
ご
す
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
謹
ん
で
ご
披
露
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

校
長

福
良

健

-
蒸
気
:
:
:
お
も
ち

・
赤
飯
等

・
フ
ィ
ニ 

シ
ャ 

搾
り

-
足
踏
み
シ 

・:
ポ
リ
袋
に

ヲ令
。 

-
真
空
包
装
器
:
:
:
笥
な
ど
ポ
リ

y

l

---
み
か
ん

l
i 

l
ラ

水
漬
け
に
し
た
状
態
で
封
を
す

製
粉
機
の
修
理
が
で
き
ま
し
た

初春に文化とふれあう

ニューイトコンサート

勝浦町井戸端塾実行委員会

ハレー・ストリング・クァルテット 

1993年 1月6自体)
午後 6時30分開演 

(午後 6時開場)

勝浦町農村環境改善センター

-料金 一般1，000円学生500円

・申込先 最寄りの井戸端塾実行委員

もしくは勝浦町教育委員会

※先着500名で締切ります。

・主催 	  (財)徳島県文化振興基金

勝浦町地域づくり井戸端塾実行委員会

・後援 	 勝浦町 ・勝浦町教育委員会

・お問い合わせ先	 宮 08854-2-2511

勝浦町地域づくり井戸端塾実行委員会

袋
に
入
れ
真
空
の
状
態
で
包
装

す
る
。 

-
回
転
釜
:
:
:
ジ
ュ

ー
ス
な
ど
一

度
に

一
斗
か
ら
五
斗
ま
で
の
処

理
能
力
が
あ
り
、
蒸
気
で
処
理

し
ま
す
か
ら
早
く
で
き
ま
す
0

・
レ
ト
ル
ト
:
:
:
ピ
ン
な
ど
の
殺

菌こ
れ
等
を
備
え
た
実
習
室
は
、

料
理
講
習
は
も
ち
ろ
ん
、
大
量
の

お
弁
当
も
つ
く
れ
る
広
く
て
快
適

な
場
所
で
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

(担

当

宮

本	 
) 

....加工室施設の一部 右からレ トルト，回転釜，蒸器 A楽しい共同作業
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(住宅金融公庫 〉

平成� 4年度個人向け融資
~第 3回は11月16日(月)から受付開始~� 

1.受付期間

①マイホーム新築� 

11月16日(月)から12月18日幽まで

②建売住宅購入

平成� 5年3月19日(創まで(継続受付中)

③中古住宅購入・リフォーム

平成� 5年3月19日(釦まで(継続受付中)� 

2 .融資額

①マイホーム新築・建売住宅購入 ・中古住宅購入

新築 ・購入する住宅の条件等により異なります。

② リフォーム� :最高510万円(工事費の� 8割以内)

(それぞれに特別加算額もあります) 

3 .金利(年)

①マイホーム新築・建売住宅購入:4 . 55%~5.15% 

②中古住宅購入・リフォーム� :4.85%~5.15% 

③特別加算額� :5.25% 

4.その他

詳しくは住宅金融公庫四国支盾 (ft0878--25--0511)，

または住宅金融公庫業務取扱庖までお問い合わせ下

さp。

こご存じですか?


この制度を


自動車事故対策センターでは，自動車事故の

被害者の方に次の救済制度を実施しています。

@交通遺児等貸付制度� (概要)

保護者を亡くされた� O歳から中学校卒業ま

でのお子さん

貸付金額一時金�  

毎月�  

入学支度金� 

(小 ・中学校入学時)

143，000円

18，000円

40，000円

@介護料支給制度� (概要)

自動車事故により頭部又は，脊髄に損傷を

受け常時介護を必要とする重度後遺障害者の

方(詳しい基準等は下記センターへ問い合わ

せてください)

支給金額

病院に入院している場合 日額� 4，000円

自宅で介護している場合 日額� 2，000円

申L込み，および問い合わせは，

自動車対策センタ一徳島支所

干770徳島市北田宮� 2丁目14-50 

TEL (0886) 31-7799 

土地取割に肱届出'b~必要τ宮


国土利用計画法の規定に基づき，土地売買等の

契約の際に届出が必要となる場合があります。� 

1.届出を必要とする面積は次のとおりです。

監視区域内� 300m'"-' 2，OOOni以上

市街化区域� 2，000m'以上

その他の都市計画区域� 5，000m'以上

都市計画区域外� 10，000m'以上� 

2 次の場合は，法律に違反し，罰則が適用され

ることがあります 0 

.届出が必要であるにもかかわらず届出をし

ないで契約を締結した場合

・届出に係る対価を超える金額で契約を締結

した場合

・届出に係る利用目的と異なった目的で契約

を締結した場合� 

-届出について虚偽の届出をした場合

・届出をした日から起算して6週間を経過す

る日又は勧告しない旨の通知日前のいずれ

か早い日までの聞に契約を締結した場合� 

3. 届出は，所定の様式(市町村役場にあります)

に必要事項を記入し，添付書類を添え，契約の� 

6週間前までに土地の所在する市町村役場へ提

出してください。� 
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.背山神在だんじり li'やL

横瀬小学校児童

中国・四国ブロック民俗芸能大会に出演

ユ
背
山
神
社
だ
ん
じ
り
ば
や
し
を
民
族
芸
能
大
会
で
過
す
る

• 


お と会もれらの らと平鹿 な言小 い(納
り 由喜をにで 、大出奉も和背だつで太構る時 iさ
で碩び得、い先会演納にと山んでチ鼓成も代れ
す者をまこる人の者し、繁神じわロ 二 にの はで
。等感しのこの出をで愛栄社りりリ名つで未い
にじたよと偉演はお郷、の(まン ・いす詳る
ってこうの業にじりの豊境屋すと太て�  o'---'も
いいとなすをあめま精作内台。言鼓は か の
てまに木ば今た関す神をを) う二、 らで
はし心会らまり係。を祈練に )名大 伝あ
、たか出しで今者 込願り乗 五 ・太 承り

次。ら演さ保更は めすなり 名鉦鼓 さ
感のと存な、 な る が 込 か(ー れ古
謝機とさがこ がとらみ ら方名 てく

帳営組意 め記さ知いい簿 を 業 営 づ
は な み識こののれらたま記現予者にく農
必しがとれ講基てなだすの在定を 意り業
要」大企 か 習 本 い い く が 講 、 し 対 欲 」 委
不と切業ら会をる方た、習農て象的の員
可いで 者 の を 学 方 や め 更 会 業 い に に 一 会
欠わ「 と 農 と 習 の 簿 、 に を 委 ま 複 取 環 で
でれ記し業考した記簿多定員す式りとは
する�  l帳てはえてめの記く期会�  簿組し---，O

-R -R



複
式
簿
記
講
習
会
の

お
知
ら
せ

こ
の
た
め
、
週
一
度
を
一
単
位
と

し
て
十
単
位
ま
で
の
実
務
を
行
い
ま

す
の
で
、
こ
の
機
会
に
是
非
受
講
さ

れ
ま
す
よ
う
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

〈受
講
者
の
条
件
》

講
習
会
の
全
日
程
に
参
加
で
き
る

0-25日前後に開会一 よなの 、ていに 記をの的で 記んて強
うく発経いた 、t. の で 、 いI長ま方には
にし想、営まだ複をつに行、 講 い農 経

農業委員会に提出する書類は、 、て、管すく式予た受 つ農 習る業営
記経取理。た簿定く講て業 会農経者

毎月15日に締め切ります。

O
こ
と
。

こ
れ
か
ら
の
経
営
に
簿
記
が
必
要

と
考
え
て
い
る
方
。 

O
講
習
会
の
期
間
は
、
一
月
中
旬
か

ら
三
月
下
旬
ま
で
。

毎
週

一
回
、
午
後
一
時
三
十
分
か

ら
四
時
三
十
分
ま
で
の
予
定 

講
師
は
、
商
業
高
校
教
諭
の 

の
と

女
会
場
は
、
農
村
改
善
セ
ン
タ
ー
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

受
講
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
円

ー十

二
月
二
十
五
日
ま
で
に
農
業
委
員
会

事
務
局
(
宮 
2

1
2
5
1
1
)
又
は

地
元
農
業
委
員
ま
で
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。な

お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
受
講

申
込
者
に
直
接
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。 

e

「
伝
統
芸
能
に
対
す
る
理
解
と
認

識
」
を
と
、
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

子
供
た
ち
も
日
ご 
ろ
の
練
習
の
成
果

民
俗
芸
能
大
会
が
十
月
十
七
日
、
広

を
十
二
分
に
発
揮
し
、
軽
快
な
リ
ズ

島
市
安
佐
南
区
民
文
化
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
徳
島
県
の
代
表
と
し

て
県
教
育
委
員
会
か
ら
の
要
請
に
よ

り
、
鹿
背
山
神
社
だ
ん
じ
り
ば
や
し

が
出
演
、
会
場
を
沸
か
し
ま
し
た
。

出
演
者
と
し
て
横
瀬
小
学
校
か
ら

児
童
十
六
人
が
横
瀬
区
長
を
は
じ
め

区
役
員
、
指
導
者
、
保
護
者
と
と
も

に
前
日
正
午
か
ら

一
泊
二
日
で
出
発
。

当
日
午
前
中
は
リ
ハ
ー
サ
ル
を
行
う

な
ど
本
番
に
そ
な
え
ま
し
た
。
開
演

で
は
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
と
し
て
登
場
、

{

出

演

者

】

・
寺

尾

勝

美

・
蔀

貴

行

・
平

岡

良

章

.
森
野
祐

一
郎

・
立

石

晃

一

・
井

上

芳

宏

・
谷

尻

道

俊

・
塩

栗

大

輔

・
稲

川

稔

【

指

導

者

】

・
稲

川

稔

・
岡

本

栄

一

清
水

・
平
岡

・
山
平

・
吉
岡

坂
井

・ .
呑
口

・
寺
谷

・
伊
丹 

.
鶴
居

-
平
岡

・
鶴
居

ム
に
「
え
え
ぞ
、
が
ん
ば
れ
よ
」
声

援
と
拍
手
が
沸
き
お
こ
り
、
会
場
は

大
き
く
盛
り
あ
が
り
ま
し
た
。

指
導
者
を
代
表
し
て
稲
川
さ
ん
は
、

「
本
当
に
よ
く
が
ん
ば
っ
た
。
心
配

し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、

い
ざ

と
な
る
と
子
供
た
ち
は
よ
く
や
る
。

こ
の
子
た
ち
が
大
き
く
な
っ
て
、
こ

の
だ
ん
じ
り
ば
や
し
を
保
存
し
て
く

れ
れ
ば
な
あ
。
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

鹿
背
山
神
社
の
だ
ん
じ
り
ば
や
し

は
、
鹿
背
山
神
社
の
秋
祭
り
に
、
奉 

健一武祐直和貴俊71-. 
勝敏 勝 二芳 文一也也志秀�  

総会は毎月 1回

農地の移動・転用・その他の

届出は、期限内にご提出くださ

し1。� 

O
B
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l

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
よ
う


横
瀬
駐
在
所

l
ト
ベ
ル

田� 

雅

雄

(そ
の

一
)
「
シ

会
が
あ
る
た
び
に
ド
ラ
イ

バ
ー
に
注
意
し
て
い
る
言

葉
で
す
。

こ
れ
を
聞
く
と
、
「
ま
た

か
」
と
思
わ
れ
る
方
も
多

い
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、

シ
ー
ト
ベ
ル

ト
着
用
は
重
大
事
故
防
止

に
最
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

県
内
の
免
許
取
得
者
の
う
ち
、
女

四
輪
車
で
の
事
故
死
亡
者

ベ
ル
ト
着
用
率
が
低
下
し
て
い
る
よ

ト
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
」

う
に
感
じ
ま
す
。

失
礼
な
言
い
方
か
も
知
れ
ま
せ
ん

が
、
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
は
少
し
く
ら

い
と
の
甘
い
気
持
ち
か
ら
、
基
本
的

な
ル
|
ル
を
守
ら
な
い
傾
向
が
あ
る

ょ
う
で
す
。

私
た
ち
警
察
官
が
、
機

今
年
の

一
円
か
ら
六
月
ま
で
に
、

F

-↓一苧一一号占一
F

司

県
内
で
発
生
し
た
人
身
交
通
事
故
の

う
ち
、
約
七
O
%
が
女
性
の
加
害
者

〈問

題
〉

か
被
害
者
な
の
で
す
。 

性
は
約

一
五
%
で
す
。
そ
れ
な
の
に
、

一

人
身
事
故
十
件
の
う
ち
七
件
に
女
性

の
う
ち
約
半
数
の
人
は
、

て
い
れ
ば
助
か

っ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

自
分
は
事
故
を
起
さ
な

い
か
ら

シ 
l
ト
ベ
ル
卜

を
着
用
し
な
く
て
も
大
丈

夫
と
思

っ
て
い
る
人
|
|

あ
な
た
が
交
通
法
規
を
守

っ
て
運
転
し
て
い
て
も
追

突
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
の

l

で
す
。
必
ず
シ 

ト
ベ
ル

ト
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。 

(そ
の
二
)
最
近
、
女
性

の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
シ 

ト

が
関
係
し
て
い
ま
す
。

女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
シ

|
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
て
人
身
事
故

の
発
生
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

一七一
F

一

一一一一味

l
シ 

ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し

~@@J0G雪
坂本駐在所� 宮 内 弘 史

交通安全クイズに挑戦 し、 交通安全意識の向上

と交通安全思想の高揚を図るとともに、正しい交

通ルールとマナーを守り ましょ う。

[タテのカギ] 

① 	 車を運転するときは

心ず000000を着用しましょう。� 

② 毎日、三回食べるものは� 

③ 	 目によって付いたり、なかったりするもの。

中には悪いものもあります。[ヨコのカギ] 
④岸のほとり� 

⑤ 道路で車が衝突したりすること� 

⑦ r4WDJ日本語で� 00駆動� 

⑨ 入学式の季節。この時期には� 

00の全国交通安全運動が行われます。� 

⑫ 一光年は� 9兆467000

⑭物事の道理。ときどき、これをこねる人もい

ます。

⑬ 	道の曲がりめ。ここから子供が飛び出すこと

があります。

① 交差点、に三色の目で立っているもの� 

⑥ 火災警報などに使う、小型のつりがね� 

⑧ 	長い上り坂を登るときに、速度の遅い車が走る00

車線� 

⑩ メルセデス ・� 000 

O 火事や非常時を知らせる時に鳴らす非常00 

⑬ 四国八十八ヶ所の二十番札所� 

⑬ 川を渡ること� 

⑪ 秋に赤 ・白・黄などの花が咲く、観賞用の多年草� 

⑬ 	車を駐車するときには、

忘れずに00000をかけましぶう。
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交通安全クイズ



it 
ij 


6 ~早寝	 6 ~串騎⑫
O


~包毘自白司自由
 gスJ 

さ
れ
ま
し
た
。

・重	 点� g 

1 シートベルトの正しい着用の推進� ; 

2 無謀運転の追放� 

3 高齢者の交通事故防止� P 

吋立ち
 

交
通
事
故
防
止

・
特
に
交
通

事
故
死
者
の
絶
滅
に
向
け
て

「
ゆ
と
り
ゆ

っ
く
り
思
い

や
り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し

て
運
動
を
展
開
し
て
お
り
ま

す
。こ

の
た
び
、
阿
波
勝
浦
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
十
五
周
年

記
念
事
業
と
し
て
、
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
前
に
交
通
安
全

啓
発
用
の
立
て
看
板
が
設
置

交
通
事
故
ゼ
ロ
に
向
け
、

交
通
安
全
立
て
看
板
設
置


j 

/ 倖司」巴 ~ 
I ¥.zハ Yフ7 ~ 
r芳仁()(a守¥
ijミこ� fi;{.'~)/ ~ 

~~ i優良運転者の表彰該当者基準


g 52 
1裏� 

;
で

言
s

!? 

;雲


; 

交通事故相談日	 優良運転者選考基準

日� 時 12月25日(剣
午前9時から

午後4時まで

場所 小松島中央会館

相談員 新井淳

※お気軽にご相談く ださい。

表 彰 者

表 彰区分

資 干名 等

車両別 運転の期間

小松 島交通

四 輪� 

10年表彰
-安全協会費を納めて

いること。

-無事故 ・無違反であ

ること。� 

-他の自動車運転者の

模範となる者。

安全協会会長 二輪�  

原付�  

徳島県交通

安全協会会長

四 輪
15年表彰

20年表彰

30年 表彰
二輪�  

原 付� 

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
十
五
周
年
記
念
事
業 

左
表
の
と
お
り
、
基
準
に
該
当
さ
れ
る
方
は
小
松
島
交
通
安
全
協
会
に

備
付
け
の
用
紙
に
記
入
の
う
え
、
平
成
五
年

一
月
一
日
か
ら
同
年
一
月
三

十

一
日
ま
で
に
申
請
し
て
下
さ
い
。

県下の交通事故による死亡者が多発しており，

特に若者 ( 16~24歳 ) と高齢者 ( 65歳以上 ) が

全死亡者の過半数を占めています。

徳島県では重点目標をかかげ運動を実施して

います。

年末年始は?交通量の増加や気ぜわしさも

加わって，交通事故の多発が予想されます。一

人ひとリが正しい交通ルールを守って交通事故

の防止を図りましょう。

-期 間

平成� 4年12月10日附~平成5年� 1月1旧日�  
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A
7

機
器
は
、 

で
は
す

年
末
特
別
警
戒
の

実
施
に
つ
い
て

十
二
月
二
十
六
日
1
三
十
日
の
問
、

と
で
す
。
も
し
も
、
あ
な
た
の
家
が

午
後
八
時
に
全
町
一
斉
に
サ
イ
レ
ン

を
鳴
ら
し
、
警
戒
に
あ
た
り
ま
す
。

消
防
団
は
、
火
災
多
発
シ
ー
ズ
ン
を

迎
え
各
地
域
で
巡
察
を
行
い
、
町
内

か
ら
火
災
を
発
生
さ
せ
な
い
た
め
の

警
戒
体
制
に
入
り
ま
す
。

火
災
は
、
社
会
的
損
失
が
大
き
い

ば
か
り
か
、
人
の
命
に
か
か
わ
る
こ

!日
-子供だけを残して外出

する事が多い。

-浴槽に水が入っている

か確かめないで火をつ

けたことがある。

家のまわり

.今日はゴミを出す日じ

ゃないけど、 明日の朝

では面倒なので出して

しまった。

パスルーム

あ怒定。家庭lo大丈夫?

-灰皿がタバコの吸殻で
いっぱし、。

・ストーブ{こ給油すると
き火を i肖さな L、ことが
ある。

・ストーブは洗濯物を乾
かすのlこ{受ってしまう。

-天ぷらを揚げていると
きに電話や来客。ほん

の少しの間だからコン
ロの火は消さな L、。

リビンク

キッチン

外出の時

火
元
と
な
れ
ば
、
隣
近
所
に
多
大
な

迷
惑
が
か
か
り
ま
す
。

毎
日
そ
の
場
、
そ
の
場
で
火
を
出

さ
な
い
注
意
が
肝
心
で
す
。

そ
の
注
意
は
、
そ
れ
ほ
ど
む
ず
か

し
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

『火
を
防
ぐ
の
は
あ
な
た
で
す
』

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

八
火
の
元
チ
ェ

ッ
ク
は
万
全
か

V


電
気
や
ガ
ス
、
石

油
等
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
生
か
し
た
家
庭
用

っ
か
り
私
た
ち
の
暮

ら
し
に
と
け
こ
み
、

快
適
さ
、
便
利
さ
を

与
え
て
く
れ
て
い
ま

す
。し

か
し
、
あ
ま
り

に
も
身
近
で
手
軽
な

せ
い
か
、
ち
ょ
っ
と

し
た
不
注
意
、
使
用
ミ
ス
で
火
事
や

事
故
を
招
く
例
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。平

成
元
年
の
出
火
原
因
の
ト

ッ
プ

が
こ
ん
ろ
で
、
全
体
の

二

了

四

%
、

ス
ト
ー
ブ
、
風
呂
か
ま
ど
等
が
あ

り
、
こ
の
三
つ
で
全
体
の
約

一
九

%

を
占
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
暖
房
器
具
類
の
使
用
が

ふ
え
る
だ
け
に
、
い
つ
に
も
ま
し
て
、

家
族
み
ん
な
が
取
り
扱
い
に
注
意
し

AF--v

土 

ょ弓ノ
。

日|
 

MUS04
テキストボックス
毎日が火の元警報発令中

MUS04
テキストボックス
こんなまちがいしてませんか



に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

アルミ缶の回収にご協力をノ
十
二
月
三
十
一
日
か
ら
一
月
三

日
ま
で
の
四
日
間
年
末
年
始
の
た

め
休
業
い
た
し
ま
す
。
休
業
期
間

中
は
、
フ
ェ

ン
ス
に
も
コ
ミ
を
出

さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

年
末
は
ゴ
ミ
が
集
中
し
な
い
よ

う
計
画
を
立
で
、
ゴ
ミ
集
収
業
務

ゴ
ミ
焼
却
業
務

休
業
の
ご
案
内

夜間救急当番表� 

ゴ
ミ
の
減
量
化

・
資
源

化
に
つ
い
て
ご
協
力
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、

ア
ル
ミ
缶
の
回
収
を
次
の

と
お
り
行
い
ま
す
。

回
収
日
の
朝
九
時
ま
で

に
指
定
さ
れ
た
場
所
に
必

ず
名
前
を
記
入
し
て
だ
し

て
く
だ
さ

い
。

分

け

れ

ば

資

源

混

ぜ

れ

ば

ゴ

ミ

12月� 1日 勝浦病院�  2-2555 

12月� 3日 湯浅医院�  2-2003 

12月� 5日 勝浦病院�  2-2555 

12月� 7日 赤岩 医院�  2-2006 

12日 9日 勝浦病院�  2-2555 

12月11日 上勝 診 療 所 �  6-0302 

12月⑬日 勝浦病院�  2-2555 

12月15日 上 西医院�  2-3027 

12月17日 勝浦病院�  2-2555 

12月19日 湯浅医院�  2-2003 

12月21日 月券 浦病院�  2-2555 

12月⑫日 赤岩 医院�  2-2006 

12月25日 勝浦病院�  2-2555 

12月⑫日 上勝 診療 所�  6-0302 

12月29日 勝浦病院�  2-2555 

12月31日 山 西医院�  2-3027 

アルミ缶回収場所

平成�  4年12月21日� (月)

地区 回収場所

士反 本 勝浦郡農協坂本出張所

与 川 内 。 与川内出張所

横� j頼� 1I券浦郡農協勝浦支所

中 山 消防詰所横

棚 里子 河川敷ゲートボール場横

久 国 役場庁舎裏

生 名 生名集会所(東林庵)

星� F小cl 星谷橋北詰ゴミフェンス横

里 岩 中央橋北詰ゲートボールt~持黄フ ェンス

メ7入 山 今山橋北詰ゴミフェンス横

沼江 ・石原 石原ゴミフェンス横

掛谷 ・山西 勝浦郡農協生比奈支所

中 角 農村婦人の家・馬越ゴミフェンス績i6 9平日 午後 時から翌朝 時まで� 

徳
島
市
藍
場
町

一
|
三
六
東
邦
生
命
ピ
ル
四
階

!7 9午後休日 時から翌朝 時まで� 

八
八
六
(
五
二
)
二
三
一
二

O

しし訴なを借与会さ
立て訟ど公、等 社 れ公

安
徳
島
公
証
人
会

ご
存
知
で
す
か
公
証
役
場


不用犬の

買い上げ日
はし、飼犬の放し

やめまし ょう。� 

12月2自体)� 

12月16日(水)

ピ誠
 

て財をで正土を定た証
を産起強証 地 す 敦 公 役
すのこい書建るの証場
る 差 さ 証 に物と認人は
こ 押 ず 拠 しのこ証が

鳴
門
公
証
役
場

徳
島
公
証
役
場

とえ公力て賃ろ、公法鳴
門
市
撫
養
町
斎
田
字
浜
端
南
五
八 
|

一
ラ
イ
ト
ピ
ル 

E
O

宮
が や正がお貸で確正務
で 、証あけやす定証大

八
八
六
(
八
五
)
七
九
八
二 

き競書りば売。日書臣 ，
ま 売をま、買 金 付 の に
すの 利 す裁な銭の作任
。申用。 判 ど貸付 成 命

ま
た
、
遺
産
相
続
に
つ
い
て
も
、

遺
言
公
正
証
書
に
し
て
お
け
ば
、
法

律
的
に
も
安
全
で
す
。
遺
言
者
が
病

気
な
ど
で
行
け
な
い
と
き
は
、
公
証

人
が
病
院
や
自
宅
ま
で
出
張
し
ま
す
。

公
正
証
書
作
成
等
に
つ
い
て
の
相
談

は
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

は今年の不用犬買い(村日16月12※

上げ日の最終日となります。
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A ゆあさ いさむちゃん(坂本)� A みやもとたつやちゃん(掛谷)� 

12月の健康行事
不明な点は，環境衛生課，保健婦へ。

日 11翠 内 月1:匂J、‘・- 女ナ 象 者 受付時間 土品 戸庁
持参する
もの{也� 

2 J]<. 股関節脱臼検診�  
H 4 .4 .1 ~9.30までに� 

14:30~15 : 00 
農村環境改善

母子手帳
生まれた子 センター�  

9 : 30~ 11 :00 坂本集会所�  

3 木 健 康 本目 舌ロ33K44 自主 の 方 健康手帳� 

13:30~ 15 : 00 横瀬集会所�  

4 金 循環器教室(2コース) 血圧 の 品 し、 方� 9 : 30~ 14 : 00 
農村環境改善

健康手帳
セ ン タ ー �  

7 月 インフルエンザ予防接種(2回目) 3 歳 以 上� 13 : 30~ 14:30 坂本小学校�  ~p 鑑� 

2 ~ 4歳未満の子�  

9 水
百日咳，ジフテリア，破傷風� -第� 1期・・・ 1ヵ月毎に� 3回� 

13: 30~14 :30 
農村環境改善 母子手帳

コ種 混合予防接種�  -第� 2期・・・ 1期終了後12ヵ センター 問診票
月 ~ 18 ヵ月後に l 回接種 

10 木 インフルエンザ予防接種(2回目) 3 歳 以 上� 13: 30~14 :30 
農村環境改善�  

~p 鑑
セ ン タ ー �  

11 金� 2 歳児健康診査�  
H 2 .7 . 1 ~11. 30まで� 

13:30~ 14:30 1券 浦病院 母子手帳
に生まれた子� 

13:30~ 14:30 生名セ ンタ ー� 

16 水 インフルエンザ予防接種� 3 歳 以 上� ~p 鑑� 

15: OO~16 :00 住民福祉センター� 

9 :30~11 :00 生名センター�  

17 木 健 康 本目 f両E火'k 自主 の 方 健康手帳� 

1 3:30~ 15:00 棚野集会所

離乳 食 講習�  ~ H 4 .7 .1 ~10 . 30まで� 
13: 30~14: 00 

18 金
に生まれた子� 

H努 浦病 母子手帳

乳児健康 診 査� 14: 00~14 :30 

21 月 健 康 キ目 舌ログl!叉4 自立 の 方� 10: OO~11: 30 1券� j甫会館 健康手帳� 

9 :30~ 11:00 掛谷集会所�  

24 木 健 康 相 言炎 自主 の 方 健康手帳� 

13:30~ 15:00 今 山セ ンタ ー

※イ ンフルエンザ予防接種料金� 3 ~ 5 歳 300円， 6 ~ 12歳 400円， 13歳以上 500円 
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与一国一園一回 -固ー玲
 
1歳 6が月児健康診査， 3歳児健康診査時に歯科診査で子供

さんの歯の健康チェ ックを行なっています。

勝浦町の昨年度のむし歯保有状況は  1j表6か月児  1.69%， 

3歳児82.4%とな っています。成長と共にむし歯を保有する子

供が，急増していることがおわかりいただけると思います。

もう一度，小さい子供さんをもつお母さん方，歯の大切さに

ついて目を向けてみて下さし、。歯は一生を通じて使われ，体に

とって大切な役割をしています。次のことがらを参考にし，子

供さんの歯づくりにつとめましょう 。

齢
防
医
F

E

ι

む
し
歯
の
予
防
は
育
児
そ
の
も
の

幼
な
い
こ
ろ
は
、
食
事
も
入
浴
も
、

衣
類
、
お
む
つ
の
世
話
な
ど
、
何
か
ら

何
ま
で
み
ん
な
・お
母
さ
ん
に
し
て
も
ら

い
ま
す
。
歯
み
が
き
や
お
口
の
そ
う
じ

だ

っ
て
、
も
ち
ろ
ん
、
お
母
さ
ん
に
や

っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

の
一
つ
で
す
。

な
の
に
な
ぜ
か
、
顔
を
ふ
い
て
あ
げ

h

て
も
歯
を
み
が
く
こ
と
は
思
い
つ
か
な

い
と
い
う
、
お
母
さ
ん
方
が
い
る
よ
う

で
す
。
意
識
の
低
い
幼
な
い
子
供
達

の
む
し
歯
は
、
お
母
さ
ん
の
監
督
不
行

き
届
き
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ

フ
か
?

一
度
に
多
発
し
や
す
い
乳
歯

子
供
の
む
し
歯
に
は 
ρ
大
き
な
特
徴

が
あ
り
ま
す
。

①
子
供
の
歯
は
、

一
つ
一
つ
が
と
て

も
小
さ
い
こ
と
。
②
エ
ナ
メ
ル
質
や
象

牙
質
の
一岸
さ
が
永
久
歯
の
約
半
分
ほ
ど

し
か
な
く
、
歯
髄
ま
で
の
距
離
も
比
較

的
近
い
こ
と
な
ど
が
原
因
と
な

っ
て
、

む
し
歯
に
な
る
時
は
一
度
に
多
発
し
や

す
く
、
か
か
っ
て
し
ま
う
と
進
行
が
早

い
こ
と
。
③
子
供
の
む
し
歯
は
、
偏

食
に
結
び
つ
き
ゃ
す
い
こ
と
。
④
ま
た
、

痛
み
の
有
無
や
場
所
、
時
期
な
ど
と

い
っ
た
こ
と
に
対
し
て
チ
供
は
ハ

ッ
キ

リ
し
た
答
え
が
出
来
ま
せ
ん
。

子
供
の
歯
は
、
大
人
の
歯
の
縮
小

で
は
な
い
こ
と
を
、
く
れ
ぐ
れ
も
頭
に

入
れ
て
、
お
子
さ
ん
に
む
し
歯
を
作
ら

な
い
よ
う
、

一
生
懸
命
努
力
し
ま
し
ょ

-「ノ
，，.

乳
歯
は
永
久
歯
の
道
案
内
役

永
久
歯
が
む
し
歯
に
か
か
る
と
、
「
さ

あ
大
変
」
と
思
う
方
は
多
い
の
に
、
乳

歯
が
む
し
歯
に
な

っ
て
も
「
ま
た
あ
と

か
ら
生
え
て
く
る
」
と
の
ん
び
り
し
て

い
る
お
母
さ
ん
が
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
?

乳
歯
が
ひ
ど
い
む
し
歯
の
ま
ま
放
置

さ
れ
、
根
の
先
に
病
気
が
出
来
て
い
た

り
す
る
と
、
下
に
控
え
て
い
る
永
久
歯

の
エ
ナ
メ
ル
質
に
、
白
い
斑
点
が
つ
い

た
り
、
と
き
に
は
茶
褐
色
と
な
り

一
部

が
欠
け
る
な
ど
、
「
生
え
た
時
か
ら
む
し

歯
」
の
永
久
歯
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

ま
た
、
あ
ま
り
に
早
く
乳
歯
が
な
く

な
る
さ
、
道
案
内
役
を
失
な
っ
た
永
久

歯
は
、
内
側
に
生
え
た
り
、
手
前
の
方

に
寄

っ
て
生
え
で
き
た
り
し
ま
す
。

「
乳
歯
は
、
永
久
歯
の
道
し
る
べ
と

し
て
大
切
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
」

と
い
う
事
実
を
、
し

っ
か
り
頭
に
入
れ

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

指
し
ゃ
ぶ
り
は
出
っ
歯
な
ど
の
原
因
に

指
を
し
ゃ
ぶ

っ
て
い
る
子
供
を
よ
く

見
か
け
ま
す
。
こ
れ
は
・お
母
さ
ん
の
肌

に
ふ
れ
る
こ
と
が
出
来
な
い
場
合
に
現

わ
さ
れ
る
欲
求
不
満
と
解
釈
さ
れ
て
お

り
、
ミ
ル
ク
の
普
及
し
て
い
な
い
時
期

に
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
か
っ
た
現
象
の

よ
う
で
す
。

指
し
ゃ
ぶ
り
は
、
上
の
前
歯
を
前
に

引

っ
ぱ
り
出
す
よ
う
な
形
に
な
る
た
め
、

下
の
前
歯
は
奥
に
倒
れ
る
よ
う
に
ひ

っ

こ
む
し
、
上
は
出

っ
歯
の
よ
う
に
前
に

聞
き
出
て
き
ま
す
。
ご
く
ご
く
幼
な
い

う
ち
は
仕
方
な
い
に
し
て
も
、
最
低
幼

稚
園
入
固
ま
で
に
は
こ
う
い
う
悪
い
ク

セ
は
、
直
し
て
お
き
た
い
も
の
で
す

悪
く
な
っ
た
歯
に
フ
ッ
素
は
効
果
な
し

肝
心
な
歯
面
の
そ
う
じ
も
せ
ず
に
、

フ
ッ
素
の
塗
布
を
希
望
す
る
方
が
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
フ
ッ
素
を
塗
れ
ば
む

し
歯
に
な
ら
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
ず
口
の
中
を
き
れ
い
に
し
て
お

く
こ
と
が
先
決
で
す
。

ま
ず
大
へ
か
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
の
見
本
を

乳
歯
が
生
え
た
時
点
で
は
、
お
母
さ

ん
が
綿
球
や
綿
棒
で
歯
面
の
汚
れ
を
落

と
し
て
く
だ
さ
い 

(歯
が
生
え
そ
ろ

っ

た
ら
小
児
用
ブ
ラ
シ
で
、
や
は
り
、
お

母
さ
ん
が
・・・
。)

一
歳
ぐ
ら
い
に
な

っ
た
ら
、
子
供
自

身
に
フ
ラ

ッ
シ
ン
グ
さ
せ
、
そ
の
あ
と

を
お
母
さ
ん
が
チ
ェ

ッ
ク
し
て
手
を
加

え
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
上
手
に
出
来
る

わ
け
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ほ
め
な
が
ら
、

毎
日
行
な
う
よ
う
に
仕
向
け
て
い
く
わ

け
で
す
。

子
供
が

一
人
で
き
ち
ん
と
み
が
け
る


よ
う
に
な
る
に
は
、
年
齢
的
に
個
人
差


が
大
き
い
の
で
す
が
、
そ
う
な
っ
た
ら


本
人
に
任
せ
ま
す
。


む
り
に
習
慣
付
け
る
よ
り
母
親
を
初

め
と
し
た
家
族
の
者
み
ん
な
が
実
行
し

て
見
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
子
供
の
歯
み

が
き
は
必
ず
習
慣
化
し
ま
す
。
根
気
よ

く
、
ま
ず
大
人
が
ブ
ラ 

シ
ン
グ
の
見

本
を
示
し
ま
し
-ょ
う
。 

y
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MUS04
テキストボックス
乳歯とむし歯の関係　　　　　子供のむし歯と母親

MUS04
テキストボックス
悪習慣と歯並び　　　　　入試と永久歯の関係

MUS04
テキストボックス
フッ素とむし歯　　　歯磨き習慣について



な
ぜ
毎
年
受
診
す
る
ほ
う
が

健
診
効
果
が
高
い
の
か
?

。

五L 

す税課lを Lけド。務で主 を"J、

健
診

(
健
康
診
断
)
の
結
果
デ
ー
タ
は
、
車
の

ス
ピ
ー
ド
メ
ー
タ
の
よ
う
な
も
の
。
そ
の
と
き
の

健
康
状
態
は
把
握
で
き
て
も
、
瞬
間
的
な
も
の
で
、

将
来
に
わ
た
っ
て
保
証
さ
れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
ゥ
お
墨
叶
き
々
の
有
効
期
間
は
一
年
と

い
う
の
が
現
実
的
。
理
想
的
に
は
半
年
と
唱
え
る

人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
極
め
て
早

期
の
が
ん
。
画
像
診
断
で
見
落
し
が
あ
っ
て
も
、

半
年
後
に
受
診
す
れ
ば
、
そ
こ
で
は
ま
ず
チ
ェ
ッ

ク
で
き
る
と
の
こ
と
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
定
期
的
に
健
診
を
受
け
て

い
る
人
は
、
受
け
な
い
人
よ
り
も
異
常
が
少
な
い

こ
と
は
、
い
ろ
い
ろ
な
調
査
で
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
年
中
行
事
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
最
低
年
一
回

は
健
診
を
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

書霊被保農産
てますすデ設制間る度人
望険方保問る希おま


TE 

古Lださ、、せしく

〔健康診断を受ける� 8つのポイント】

q年� 1回は必ず受ける� 

昨年は異常がなかったので、今年は受け

ないというような受け方はよくありません。� 

2年も放っておくと、病気はずいぶん進み

ます。最低でも年� 1回は受けましょう 。

3 検査機関はできるだけ

同じところで

検査機関がちがうと検査項目や検査方法

もちがって、前の検査結果と比較できなく

なることがあります。できれば、毎年同じ

ところで受けましょう 。� 

健康診断の結果は5 記録しておく� 

~ 0とイ� il7 h， 
(~宥録/ノ

検査成繍の結果や注意事項は大切に保管

しておきましょう 。異常のない場合でも、

健康状態の動きを知るために大切です。 ま

た自分で体重を測ったり、血圧を測ったと

きは、記録をきちんとつけておきましょう。� 

2 

甚之主「

精密検査をこわがらない4 

健康吉会断を受けたあと「要精検Jとか「要

再検」という通知がくることが、ありますが、

必ずこの精密検査は受けましょう 。異常が

あることはむしろ少なく、疑いを晴らすた

めに行なうことが多いので、こわがっては

いけません。

家庭医に相談しよう6 

“がん検診"を受けても高血圧の検診を受

けたことにはなりません。ほかの病気で通

院しているときも、自分がどんな病気の検査

をすませているか、よく知っておきましょう。

健康惨断のことは、なんでも家庭医に相

談しましょう 。町や職場などで健康診断を

受けたときは、結果をきちんと家庭医に報

告しておきましょう 。� 

健康診断にld 
cω怒効果ηある

①病気の早期発見、早期治療に

つながる。

②からだのどの部分の老化が早

いかなど、健康状態の動きが、

毎年継続的にチェックできる。

③仕事や生活からくる健康への

影響がわかる。

④健康に対する認識が深まり、

生活習慣や食習慣を反省する

チャンスとなる。

⑤家族の健康への関心が高まり、

家族ぐるみの健康感の充実を

求めるようになる。

⑤すこやかな老後を送るための

前提となる。� 
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テキストボックス
健康診断を受ける６つのポイント　　　健康診断にはこんな効果がある
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⑨

⑥

月

⑥

⑩

ー
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月

げ
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同

|

-
入
所
で
き
る
要
件

保
育
所
へ
入
所
で
き
る
児
童
は
、

平
成
五
年
四
月
一
日
か
ら
、
保
育

所
へ
入
所
を
希
望
さ
れ
る
児
童
の
説

明
会
を
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。
初

め
て
入
所
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
必

ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

入
所
説
明
会
日
程

祉時日
セか(木)
ノ勺

タ� 

2 
階

な
お
、
都
合
で
出
席
で
き
な
い
方

は
、
早
め
に
各
保
育
所
で
申
請
書
等

を
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

申
請
書
受
付
日
程

及
び
手
続
き

-
受
付
日
時
 

1
月
日
日
か
ら
日
日

午
前
8
時
初
分
か
ら
午
後
4
時

ま
で

-
受
付
場
所

勝
浦
町
保
育
所
入
所
措
置
条
例
に
よ
�
 …


り
、
保
育
に
欠
け
る
児
童
で
な
け
れ

仰
と
お
り
募
集
い
た
し
ま
す
。


ぱ
入
所
で
き
ま
せ
ん
。

…


-
そ
の
他


入
所
申
請
書
等
は
、
家
族
の
方
が

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

現
在
入
所
し
て
い
る
児
童
に
つ
い

て
も
、
申
請
が
必
要
で
す
。

初
め
て
入
所
さ
れ
る
場
合

は
、
保
育
所
へ
児
童
を
同
伴

し
て
く
だ
さ
い
。

w一

平
成
五
年
四
月
開
校
予
定
の
徳
島

療
福
祉
専
門
学
校
の
校
章
を
次
の

〈応
募
先
〉

干

7
7
1
1
4
3

勝
浦
町
大
字
久
国
字
久
保
田
三
番

地
�
 (勝
浦
町
住
民
福
祉
セ

ン
タ
ー

内
)

側
ク
リ
エ
イ
ト
勝
浦

・
徳
島
医
療

福
祉
専
門
学
校
準
備
事
務
局

電
話
0
8
8
5
4
(2
)
4
8
1
0

〈
発

表

〉

広
報
「
か
つ
う
ら
」
紙
上

〈賞

品
〉

校
章
採
用
さ
れ
た
方
(
一
名
)
に

三
万
円
相
当
の
賞
品

〈
応
募
の
方
法
〉

ヨ
コ
叩
�
 程
度
の
紙
面

m M

m
m

m

(官
製
は
が
き
で
も
可
)
に
校
章

を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

O
住
所
、
氏
名
及
び
校
章
の
説
明
を

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

〈応
募
期
間
〉

平
成
五
年

一
月
五
日
ま
で

各
保
育
所
・
役
場
�
 

平成� 5年勝浦町成人式を� 1月� 2日仕)午前� 

9時から勝浦町福祉センターホールで行い

ます。成人となられた方はぜひご出席くだ

さp。

・該当者

昭和47年4月2日から昭和48年4月1日

までに生まれた方。� 

(昭和62年一一び他の

ー者で…しサ
る方(12月10日現在〉

※町教育委員会で把握している該当者には� 

12月中旬までに通知いたします。

・問い合わせ 勝浦町教育委員会� 

(T E L 2-2511) 
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MUS04
テキストボックス
勝浦町青年会
1992th
クリスマスパーティー

MUS04
テキストボックス
保育所入所説明会及び
入所申請書受付について
12月17日（木
）

MUS04
テキストボックス
成人式のご案内

徳島医療福祉専門学校　校章募集



字
山
路

大
字
三
泌

{
子
様
測

大
字
沼
江

{
子
山
路

大
字
三
泌

字
林

宮
本

善

意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

26 22 21 18 17 16 14 10 9 8 7 4 
日 日日 日日 日日 日日 日日日�  
ω(火)(月)(釦(木)(水)(月)(木)(水)伏)(月)(劃

生
花
教
室

藤

教

室

着
付
教
室

踊
り
教
室

手
芸
教
室

藤

教

室

踊
り
教
室

手
芸
教
室

習
字
教
室

篠

教

室

着
付
教
室

生
花
教
室

各
講
座
と
も
午
後 
8
時
か
ら
開
講

6J2J 

戸
籍
の
窓


ご
結
婚
お
め
で
と
う

v-
¥
大
字
三
渓
字
西
谷

山


/
大
字
以
杢
芳
〈
良
凶
福


ヘ

高

知

県

細


/
大
字
三
泌
字
林

林


お
誕
生
お
め
で
と
う

v-
大
{
子
沼
江

叩
月
刊
日 
i
n
月
日
日 

月
日
日

宰
治
さ
ん
(
与
川
内
)

ト
ヨ
コ
さ
ん
(
生
名
)

久

雄

さ

ん

(
掛
谷
)

親

利
さ
ん
(
久
国
)

フ
キ
エ
さ
ん
(
坂
本
)

(
横
瀬
)

i
n

叩
月
日
日 

匿福 中 楠加大

名目田本藤張

森木良西

宏雅千正�  

実彦恵芳

大
久
保
康
昭
/
二
女

十
祈
子
¥

桐

増

井

建

太 

/

長

男

今
日
子
¥

貴

谷

添

吉

人

/

長
男

以
上
の
方
か
ら
善
意
銀
行
に
善
意

子イ変� 

が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

…
勝
浦
会
館
十
二
月
行
事 

ま
す
。(
手
芸
教
室
は
午
後
7
時
初

分
か
ら
、
習
字
教
室
は
午
後 
7
時
開

講
)
時
間
に
遅
れ
な
い
よ
う
ご
参
加

…

く
だな

お さ
い、

初 。
日
の
生
花
教
室
は
、
正

月
花
を
し
ま
す
。
材
料
(
花
)
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
4
日
の
生
花
教
室

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

(ω
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町役場窓口業務のご案内 日日日

大
字
久
国
字
馬
場

中

田

昌

男

(

臼
歳
)

大
字
中
角
字
玉
の
木
岡
本
マ
サ
ノ
(
臼
歳
)

大

字

生

名

字

北

上

田

弘

志

歳
)

大
字
生
名
字
北
井
出
ハ

ル
ミ
(
打
歳
)

大
字
沼
江
字
野
神
楠
本

磯 
(
川四
歳
)

大
字
三
波

字

平

谷

尻

孝

夫

(

幻
歳
)

大
字
坂
本
字
問
団

細
谷

金

蔵

(

九
歳
)

大
字
中
角
家
玉
の
木
宮
本

政
彦
(
お
歳
)

大
字
久
国
字
松
/
本

中
西
保
太
郎
(
何
歳
)

大

字

沼

江

字

西

阿

南

儀

(

釘
議
)

和
子
¥

有

孝

史
/
長

女

美
香
¥

香 祐

踊
り
教
室

手
芸
教
室

習
字
教
室 

綾

争
お
く
や
み
申
し
ま
す

日から来年の� 1月3日まで休みます。

この休み期間中は， 当直者が死亡

届，出生届，婚姻届等は受け付けい

たしますが，印鑑証明書や戸籍の写

しの交付な どの事務は取り扱いをい

たしません。

大
字
坂
本
字
稲
原
鴻
本
ヵ
、
不
ノ
(
∞
∞
歳
)

むを)(木)(水)

急ぐ用件・手続きは早目に.ゲ

年末年始の役場の事務は，� 12月29

あわただしい年の瀬の仕事や，お

正月の準備などでつい大事な書類，

届出，登録も忘れがちになります。

急ぐ用件，手続きなどは早めに済ま

せて下さ� p。

なお，� 12月28日は，大掃除などで

混雑が予想されますので，なるべ く� 

25日までにお願いします。

12月の土曜閉庁日は ビームライフyレ 家庭婦人バレーポール
次のとおりです 講習会�  審判講習会及び選手強化日程

あなたも練習して

12月12日 みませんか ? 12月 5 日出� 

12月� 12日出(第 2土曜日)� 

-時間 午後� 8時から12月26日
・場所 生比奈小学校体育館

(第 4土曜日) 
  

ビームライフル
 

(ただ い 勝 浦病院各保育¥

所は，行っています。 ノ� 福祉センター� 3階において練習

コーナー を設けてい ます。教育委

(各崎中学校幼稚園¥ 員会までご連絡いただければ練習

は第2土曜日のみ開校。 ノ でき ます。
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